
H26 農業部門農村環境Ⅲ－2 
・住民参加による地域の生態系に配慮した計画づくり進めるための検討課題について（問

題文詳細は日本技術士会ホームページ参照のこと）。 

１ 、 検 討 す べ き 課 題  

( 1 ) 参 加 の 目 的 ・ プ ロ セ ス の 明 確 化  

住 民 参 加 型 の 計 画 づ く り で は 、 参 加 者 か ら は 、 「 意 見

を 出 し た の に 反 映 さ れ な い 。 」 、 「 参 加 し て も 十 分 な 発

言 機 会 が 与 え ら れ な い 。 」 な ど の 指 摘 が 見 ら れ る 。 こ れ

ら は 、 参 加 側 （ 地 域 住 民 ） と 事 業 主 体 側 と の 事 業 に 対 す

る 認 識 の 違 い か ら 生 じ る ケ ー ス が 殆 ど で あ る 。 こ の こ と

か ら 、 参 加 の 目 的 ・ プ ロ セ ス の 明 確 化 を ど の よ う に 行 う

か が 課 題 と な る 。  

 ( 2 ) 参 加 の 主 体 ・ 構 成 の 明 確 化  

 農 業 農 村 地 域 で は 、 住 民 と 一 口 に 云 っ て も 、 農 業 集 落

に お い て 農 家 と 農 家 以 外 （ 土 地 持 ち 非 農 家 及 び 非 農 家 ）

の 混 住 化 が 進 展 し て い る た め 、 そ の 参 加 者 が 置 か れ て い

る 立 場 や 生 活 条 件 等 に よ り 考 え 方 な ど は 大 き く 異 な る 。

こ の た め 参 加 し や す い 環 境 を 作 る た め 、 配 慮 分 野 ご と に

構 成 す る 複 数 の 会 議 を 設 置 す る な ど 、 参 加 の 主 体 ・ 構 成

の 明 確 化 が 課 題 と な る 。  

( 2 ) 推 進 体 制 の 構 築  

 地 域 住 民 参 加 型 の 計 画 づ く り は 近 年 各 分 野 で 盛 ん に 行

わ れ て い る 。 地 域 住 民 参 加 型 を 導 入 し 計 画 づ く り を す る

場 合 、 そ の 運 営 面 、 す な わ ち 推 進 体 制 を 確 立 し て い く こ

と が 課 題 と な る 。  

２ 、 計 画 づ く り の 上 で の 最 も 影 響 の 大 き い 課 題 と 解 決 策  

( 1 ) 課 題  



課 題 と し て 、 推 進 体 制 の 構 築 が 挙 げ ら れ る 。  

 そ の 理 由 と し て 、 こ れ ま で の 日 本 の 意 志 決 定 シ ス テ ム

は 、 行 政 が 考 え 、 行 政 が 決 め る と い う や り 方 が 殆 ど で あ

っ た 。 一 方 、 地 域 住 民 は 、 「 お 上 志 向 」 と 言 わ れ る よ う

に 行 政 に 依 存 し て き た 。 こ の こ と は 、 取 り も 直 さ ず 地 域

住 民 が 自 分 た ち の 身 の 回 り を 、 主 体 的 に 考 え て 行 動 す る

ス キ ル を 身 に つ け る 機 会 を 奪 っ て き た 。 こ の た め 、 住 民

参 加 型 を 今 後 展 開 し て い く た め に は 、 行 政 に よ る 推 進 体

制 を 構 築 し 、 コ ミ ュ ニ ュ テ ィ レ ベ ル で の 運 営 ス キ ル を 身

に つ け さ せ る 取 組 が 必 要 で あ る 。  

( 2 ) 技 術 的 提 案  

ア ） 専 門 部 署 の 設 置  

 行 政 サ イ ド で は 、 住 民 参 加 型 の 計 画 づ く り を 進 め る に

あ た っ て は 、 そ の 対 応 に 必 要 な 人 員 配 置 や 運 営 上 の ノ ウ

ハ ウ 等 が 必 要 と な る 。 こ の た め 、 地 域 住 民 参 加 を 担 当 す

る セ ク シ ョ ン を 設 け る べ き で あ る 。  

イ ） Ｎ Ｐ Ｏ と の 連 携  

地 方 自 治 体 の 規 模 や 行 政 組 織 の 注 力 方 針 な ど 、 地 方 自

治 体 の 運 営 方 針 も 多 様 で あ る 。 中 に は 、 厳 し い 財 政 運 営

を 強 い ら れ 、 財 政 健 全 化 の 一 環 と し て 、 そ の 矛 先 を 人 員

削 減 に 向 け ら れ て い る 地 方 自 治 体 も 少 な く な い 。 こ れ ら

の 状 況 か ら 、 地 域 住 民 参 加 を 担 当 す る セ ク シ ョ ン を 独 自

に 設 け ら れ る 自 治 体 は 限 ら れ て く る 。  

こ の た め 、 解 決 策 と し て 、 Ｎ Ｐ Ｏ と の 連 携 が あ る 。 昨



今 の 、 Ｎ Ｐ Ｏ の 政 策 形 成 に 対 す る 意 識 は 高 く 、 行 政 と 協

働 し た 地 域 づ く り や 提 言 を Ｎ Ｐ Ｏ の 役 割 と 認 識 し て い る

団 体 も 多 い 。 こ の こ と か ら 、 専 門 部 署 の 設 置 で き な い 地

方 自 治 体 の 役 割 を 十 分 担 え る も の で あ る 。  

３ 、 技 術 的 提 案 が も た ら す 効 果 と 問 題 点  

ア ） 専 門 部 署 の 設 置  

新 た な 専 門 部 署 の 設 置 に よ り 、 地 域 住 民 参 加 の 運 営 ノ

ウ ハ ウ の 蓄 積 、 そ れ ら を フ ィ ー ド バ ッ ク さ せ る こ と に よ

り 効 率 的 な 運 営 が 可 能 と な る 。  

な お 、 行 政 側 と し て 、 運 営 の 適 正 性 や 公 平 性 、 対 応 コ

ス ト の 問 題 な ど 、 透 明 性 の 確 保 が 原 則 と な る 。  

イ ） Ｎ Ｐ Ｏ と の 連 携  

連 携 に よ り Ｎ Ｐ Ｏ が 、 行 政 と 市 民 と の 中 間 支 援 を 行 う

コ ー デ ィ ネ ー タ ー の 役 割 を 担 う こ と が 出 来 る 。 こ れ に よ

り 、 地 方 自 治 体 が 限 ら れ た 人 員 で 行 う 事 務 作 業 を 大 幅 に

軽 減 出 来 る 。  

な お 、 地 域 に よ っ て は 中 間 支 援 を 行 え る よ う な 力 量 を

備 え て い な い 団 体 の 存 在 も 危 惧 さ れ る 。 こ の た め 、 行 政

側 と し て 、 組 織 の 力 量 ア ッ プ の た め の 支 援 事 業 に 積 極 的

に 取 り 組 む べ き で あ る 。  

― 以 上 ―  


